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論文内容の要旨
【緒言】
　左室拡張動態の評価には、左室拡張能のみならず左房機能を評価することも重要である。
従来は心臓超音波検査におけるドプラ法により、僧帽弁口血流速波形（TMF）を計測し、
左房機能の評価が行われてきた。TMFは、拡張早期波（E波）と、心房収縮期波（A波）から
なる二峰性のパターンを示す。正常若年者ではE＞Aの正常パターン、左室弛緩異常があ
ると、A波がE波よりも高くなる拡張障害パターンを示すようになる。左心機能が低下す
ると左房圧の上昇によりE波が上昇し、左室拡張末期圧の上昇によりA波が減高するため
一見正常のように見える偽正常パターンを示す。さらに左室拡張末期圧および左房圧が上
昇すると拘束型パターンを示す。通常、高齢者ではTMFが左室弛緩障害パターン（RF）を
示すが、65歳以上の高齢者でもTMFが正常パターンを示すものがある。
　近年開発された二次元組織追跡法（2DTT）法を応用し、左房心筋を自動追跡して左房容
積変化曲線を構築するプログラム（LAVT法）を開発した。LAVT法による左房容積曲線を
用いて、TMFの偽正常化における左房機能の役割について検討することを目的に本研究
を行った。
【対象と方法】
　対象は健常ボランティア21例および種々の心筋疾患を有する70例である。日立メディコ
社製EUB-6500を用いて、心尖部四腔断面の動画像を記録した。特別に作成したプログラ
ム（E-tool Viewer）を用いて、各フレームにおける左房容積（LAV）を自動的に計算し、LAV
曲線を描出した。次に、下半身陽圧負荷装置（LBPP）を用いて90mmHgの前負荷増大を行っ
た。対象をLBPPによりTMFの拡張早期（E）波および心房収縮期（A）波のいずれも増加し
た52例（非偽正常化群）、およびE波が増高し、A波が減高した18例（偽正常化群）に分類し
た。
【結果】
１）LBPPにより、両群の最大LAVIはいずれも有意に増加した。
２）非偽正常化群では、受動的LAVI、能動的LAVIおよび総LAVIのいずれも有意に増加
した。一方、偽正常化群ではそれらのいずれにも変化を認めなかった。
３）その結果、LBPPにより最小LAVIは偽正常化群が非偽正常化群よりも有意に大となり、
E波高と拡張早期僧帽弁輪運動速度の比（E/E’）は偽正常化群が非偽正常化群よりも有
意に大となった。
【結語】
　下半身陽圧負荷による前負荷増大に対して、TMFの偽正常化を認めなかった症例では、
左房駆出量が増加することにより前方駆出が増加した。一方で、TMFの偽正常化を認め
た症例では、前負荷増大に応答した左房駆出量の増加が消失しているために左房圧が上昇
し、TMFは偽正常化をきたしたと考えられた。
論文審査結果の要旨
　従来、左室拡張動態は心臓超音波検査のドプラ法により、僧帽弁口血流速波形を計測す
ることにより評価されてきた。高度な左室拡張機能障害の際に認められる僧帽弁口血流速
波形の偽正常パターンのメカニズムに関して、左房の関与は十分な検討がされていない。
　従って、本研究では、２次元組織追跡技術を応用して我々が開発した自動的な左房容積
計測による左房容積変化曲線を用いて左房機能を解析するとともに、下半身陽圧負荷装置
を用いた前負荷増大時の左房容積変化と僧帽弁口血流速波形との関係を評価した。前負荷
増大によって僧帽弁口血流速波形のE波、A波がともに増高する非偽正常化群と、E波が
増高し、A波は減高した結果、偽正常化パターンを示す偽正常化群との２群に分類できた。
前負荷増大により、両群ともに最大左房容積は増加した。非偽正常化群とは異なり、偽正
常化群では前負荷増大により最小左房容積の増加がみられた。さらに、前負荷増大により
左房圧上昇を示すE波減速時間の短縮やE/E’の増加を認めた。以上の結果から、僧帽弁口
血流速波形の偽正常パターンのメカニズムには、能動的左房駆出量の低下による左房圧上
昇が関与している可能性が考えられた。
　本研究は、非侵襲的な心臓超音波検査の際に、前負荷を増大させ心予備能を評価するこ
とで、左室拡張障害時の左房機能障害の重要性を明らかにしたものであり、学位論文とし
て十分に評価に値すると判断した。
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